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障害者の支援と虐待

• あまり問題とされていなかっただけで、障害者施設での体罰は以前
には当たり前のようにあった。

• 親から子への虐待、先生や部活顧問の体罰もよくあった。

• 当時は暴れる障害者、言うことを聞かない障害者を力で従わせるこ
とができた職員が一目置かれていた。

• 人権をめぐる状況が今とはかなり違う

• 問題にされるようになったのは1990年代後半から。

• 今でも、当時の「成功体験」を忘れられないベテラン職員がいる。

• 障害者の人権や支援スキルを学ぶことなく、場当たり的に力で抑圧
している若い職員もいる。



水戸
「アカス紙器」事件



「白河育成園」事件



障害者の権利擁護制度

「聞けば聞くほど胸がふさがれるようだ」

• 障害者１１０番

• オンブズマン

• 成年後見法

• 地域福祉権利擁護事業⇒日常生活支援事

• 第三者委員

• 運営適正化委員会



虐待防止法

• 児童虐待防止法 2000年

• 高齢者虐待防止法 2005年

• 障害者虐待防止法

・厚労省内勉強会～議員立法へ 2005年

・麻生政権の通常国会で法案提出 2009年

・鳩山政権の臨時国会で法案提出 〃

・菅政権の通常国会で成立 2011年



障害者虐待防止法

通報義務／早期発見義務

虐待の５類型 （身体拘束）

虐待禁止の明示

・調査の権限と対象

市町村→家庭内虐待

都道府県→施設内虐待

労働局→職場内虐待

※学校と病院は管理者に予防・改善義務



「虐待」をどう考えるか

×絶対に虐待はない～絶対にしてはいけない～虐待起きたら大変
～起きるはずがない⇒虐待を否定する心理の形成

○いつ虐待の芽が生まれるかわからない～感性、謙虚さ、風通し
の良い職場

⇒虐待をエスカレートさせない



見て見ぬふりの恐怖

カリタスの家事件（2005年）

暴力、とうがらしを目にすり込む、木酢液を飲ませる、熱
湯を口に流し込む

「よい施設だと評判だったが、支援の難しい利用者が
次々に入ってきて職員は疲れ切りパニック状態だった。だ
れかが叩いてしまう。目撃した他の職員は止められない。
これではいけないとみんな思っていた」



新人職員が虐待に気づいたら？

• ある東京都内の障害者施設で

• 先輩たちの虐待に気づいた新人職員

• 指摘したら、先輩たちににらまれるように

• 追いつめられた末に……



連続性の錯覚

• 食事中動き回る利用者を抑える

• ひもで椅子に固定する

• 感覚を遮断するため紙袋を頭からかぶせる

• トイレに閉じ込める

• トイレの壁に叩きつける

• 平手打ちする



「支援」と「虐待」の線引きは？

• 支援の難しい障害者に〝踏み込んだ支援〟が必要な場合がある

• どこまでが許される支援か、許されない虐待か

• 心理的虐待・ネグレクトのグレーゾーンをどう考えるか

行動障害のある障害者に手を焼き、ストレスがたまった職員がついカッと
なってペットボトルを床に投げつけた。こぶしを握って怒りに震えた職員。



利用者はなぜ言わないのか

• ボクシングごっこ

• チャンバラごっこ

• 「なぜＡ君はかみついたのか」

①障害特性（感覚過敏、コミュニケーション、問題解決能力）

②環境・状況

③適切な支援の欠如



法に反してなければいいのか

ＶＵＣＡの世の中

• Ｖｏｌａｔｉｌｉｔｙ 不安定

• Ｕｎｃｅｒｔａｉｎｔｙ 不確実

• Ｃｏｍｐｌｅｘｉｔｙ 複雑

• Ａｍｂｉｇｕｉｔｙ 曖昧

• 絶えず「グレーゾーン」が現れる



自分に「中心」をつくる

• 法、ガイドラインは最低限の取り決めにすぎない

• 同調圧力の強い職場。上司や先輩がつくる暗黙のルールに流さ
れない

• 支援者としての専門性を守るには、自分の頭で考えるしかない

• 支援者としての「規範」「モラル」「美意識」を自分の中に持
つ


